
テーマ：住民の生きがいづくり 対象：満 55 歳以上の市民 主催：みはら市民大学事務局・三原市教育委員会 

E-② みはら市民大学 

 

地域を学ぶ ○ 地域でつながる ○ 地域に還す ○ 

 

１ 事業プログラムの概要（令和３年度） 

日 程 場 所 学習・活動内容 

 ４月 10 日（土） （開催中止） ○入学式 

 
 

５月（一部は４月） みはら市民大学 

リージョンプラザ 
中央公民館 

本郷生涯学習センター 
大和神田公民館 

○選択教科（大学 34 教科 53 コース，大学院５教科 13 コース） 
【大学】 脳力トレーニング２  料理１ 絵手紙 ギター入門 パソコン上級 (院)陶芸 

編物 健康体操 料理２ 写真入門 複音ハーモニカ パソコン上級特別 (院)パソコン A 

生花 ３Ｂ体操 英会話 写真 民謡１ (本郷)カラオケ (院)パソコン B 

陶芸 太極拳 短歌 水彩画 民謡２ (本郷)パソコン (院)パソコン C 

レザークラフト ヨガ入門１ 俳句 日本画 スマホ入門(前期) (本郷)料理 (院)パソコン D 

パッチワーク ヨガ入門２ 実用書道入門 草花栽培 スマホ入門(後期) (大和)パソコン (院)パソコン E 

囲碁入門 健康吹矢入門 実用書道 コーラス スマホ(前期) 【大学院】 (院)パソコン F 

囲碁A 健康吹矢 書道かな 歌謡１ スマホ(後期) (院)絵手紙 (院)パソコンＧ 

囲碁Ｂ 舞踊 書道漢字入門 歌謡２ パソコン初級 (院)ハーモニカ (院)パソコンＨ 

脳力トレーニング１  フラダンス 書道漢字 大正琴 パソコン中級 (院)草木染 (院)パソコンＩ 
 

～ 

翌年２月 
（月２回，年間 20 回）  

 
 

11月 29 日（月） 
10:00～11:30 

リージョンプラザ 

○教養講座 
「変わる！令和の相続と贈与」講師:東広島税務署 
※例年，教養講座は年間４回企画し開催。 
※今年度は感染症対策等のため開催回数減。 

 １月 29 日（土） 
１月 30 日（日） 

リージョンプラザ 
中央公民館 

○大学祭 
・各教科の学びの成果の展示や発表を行う。 

 ３月  ５日（土） 
10:00～ 

芸術文化センター 
（ポポロ） 

○修了式 
・受講生が一堂に会し，修了式を開催する。 

 
健康吹矢（経験者） 

 
日本画 

 
陶芸（大学院） 

対 象 満 55 歳以上の市民 

経 費 

学生側：大学 8,000 円/年間（２教科目～7,000 円/年間），〔ただし，スマホ
関係講座 4,000 円/年間〕，大学院 5,000 円/年間 

講師料：6,000 円/回（学生から徴収した受講料から支払い） 
その他，施設及び事務局（職員等）に係る経費は，三原市教育委員会が負担 

連携先 各講座の講師 

 

問
合
せ
先 

みはら市民大学事務局（ペアシティ西館３階） 

〒723-0014 三原市城町一丁目２番１号 

電話：0848-64-6868 ファクシミリ：0848-64-6868 



２ 事業設定の理由（設置の目的） 

○みはら市民大学は，昭和 48 年に「三原市高齢者教室」として発足し，「三原市老人大学」

を経て現在に至っている。 

○みはら市民大学の設置の目的は「学生相互の協調を重視して，自らの生きがいを求めて

学習し，社会に貢献しながら，より豊かな生活を築くために開設する。」としている。 

（学生：満 55 歳以上の市民を対象） 
 

３ 事業目標（テーマ） 

○みはら市民大学では，共通のテーマとして「楽しみながら喜びへ 学んで輝き 伝えて

輝く」を掲げ，その実現を目指している。 

○みはら市民大学では，「大切なねらい」を「学生自身が学習することによって自己実現を

図り，生きがいを持つことである。さらに自分だけが楽しみ高まるのではなく，学習や

体験を生かして，積極的に社会参加をし，意義ある生き方をしていくことである。即ち，

楽しみながら更に喜びへの飛躍である。」としている。 
 

４ 事前に必要な知識や準備物 

○年度末にかけて，次年度に受講する学生を市の広報等を通じて募集する。 

○各教科を指導する講師は，市内外を問わずに探して交渉し，依頼を行う。 
○学生から受講料を事前に徴収し管理する。 
 

５ 留意点 

○学生には高齢の方が多いため，安全面，健康面に十分留意して配慮するとともに，緊急

時の対応を確認し，体制を整備しておく。 

○経験者と未経験者（初心者）が共に学び合えるように，受講者の情報等について講師と

事前に連携する。 
 

６ 成 果 

○同一の教科を複数年に渡って受講することができるため，学びがより深まるとともに，

技能も向上し，作品を市内の施設で展示したり，各種の作品展で入賞したりすることが

できている。 

○みはら市民大学で学んだ学生が，それぞれの地域のコミュニティセンター等での講座で

講師を務め，学んだことを地域に返しながら「伝えて輝く」ことができている。 
 

７ 課 題 

○同一の教科を複数年に渡って受講することができるため，教科によっては経験者と未経

験者（初心者）の知識や技能に大きな差が生じ，指導の工夫が必要である。 

○安定して運営を行うためには，一定の受講者数を確保する必要がある。 
 

８ 今後に向けて 

○昨年度から，人生 100 年時代を生き抜く学びの場として，みはら市民大学の各教科の

学びと並行して，県立広島大学地域連携センターと連携した全８回の「県大教養スクー

ル」講座を開催しており，次年度以降も引き続き，市民への広報や内容の充実を図る。 

○県立広島大学をはじめ，関係機関と連携・協働しながら，質の高い学びを市民に提供で

きるよう，教科の構成を検討し内容の充実を図る。 


